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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ，は しが き

　 本研 究は 物 体 の 抗 力低 減 の 基礎 データ を得 る こ とを 目的 と

して 、物体に ス リ ッ トを設 け、前 方 よ どみ の 回 避 や、後流 の

圧 力 回復 を促 進 させ た場 合 に つ い て の 流 れ の 特 性 を 実験 的 に

明 らか にす る 。

　　　　　　　　　　　2 ．実験 装置

2−1 風洞装置 と実験 方法　　実 験 は 図 1 に示 す 二 次 元煙 風 洞

を用 い 、高 さ 480mm ．横 800mm 、幅 100mm の テ ス トセ ク シ

ョ ン 内に供 試 円柱 を取 りつ けた。円柱 の 中心 を座標原点 と し、

x ＝600mm で の 流速 を ピ トー管（直径 7mm ）、正 確度 0．　Ol　mmAq

の 精密微差圧 計に よ り動圧を測定 した。デー
タ は 15 秒間に 10

回 の 周 期で サ ン プ リ ン グ し、パ ソ コ ン に と り込 ん だ。流 速の

相対的不 確か さは 0．25％以 内で あ る。

　検査体積 （1− 1 とH −ll囲まれ た部分）内に 運 動力保存則及

び 連続の 関係 か ら 導か れ る 次式 を用い 、流速分布 か ら、単位

長さ 当た りの 抗力 D を算定 した。
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他 方、円柱 表 面 に 直径 0．8mm の 静圧 口 を設 けた供 試 円柱 に

よ り、圧 力分布 を計測 し、これ を数値積分す る 方法 で も、確

認 を して い る。
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2−2 供試 円 柱　　図 2 に示 す よ うに供試 円 柱 は 、直径 d

＝60mm 、長 さ L ＝97mm で 精 度 よ く加 工 した 塩化 ビ ニ
ール 製 の

部位 を ブ ロ ッ ク方 式 で 組 み 立て た。それ らの 形 状 と寸 法 お よ

び 実験 パ ラ メ
ータを図 2 に 示 す。S 型は ス トレ ートな ス リッ ト

で 、ス リ ッ ト幅 を b と した。Y 型 は 流れ 方 向に 向 い た Y 字 ス リ

ッ ト（Y型 ）の 入 口、出 口 の 幅は b＝6mm 、円柱 中心 か ら扇 の 中

心 ま での 距離 hf を 1mm 、く さびの 先 端 まで の 距離 h ，を 3mm

と した。開 き角度 θは 15〜40
°

内 を 8種類で あ る。表示 記 号

Y24 とは Y 字 型 で θ＝24
°

を表 わ して い る．他に 幅 5mm の 厚み

2．5mm の テープ （市販 の 隙間テ
ープ を加 工 ）を 45

°
の 角で ピ ッ

チ 18．85mm の 間隔で 円柱表面 に つ る 巻 き状 に 巻い た SP 型 に

つ い て も供 試 し た。

　　　　　　　　　3 ，実験結果 ・考察

3−1後流の フ ロ ーパ ター
ン　　渦 形状 の フ ロ

ーパ ターン の
一

例 を図 3 に示 す。特徴 的 な事 項 を ま とめ る と以 下 の よ うに な

る 。

（DSP 型 は N 型 に 比 べ て 後流が 狭 く、渦構 造が 見 られ な い 。

（2＞S 型 は 、ス リッ ト内 を通 り抜け る 流 体 が 後流へ流れ 、流 線

型 で あ る 。 （3）Y 型 で は 、自己 噴射 がは く離領城の 圧 力の 小 さ

い へ 向か う流れ が 見 ら れ る。（4）（e ）と 比 べ て （f）で は 、後流が

大 き くな り、渦構 造 が 見 られ る。（5）（f），（g），（h）で は、ス リ

ッ ト内 に 自己吸い 込 み と 自己噴射が 交互 に生 じるた めに 後流

が大 き くな っ て い る。

3−2速 度 分布 と抗 力係 数 　 　ス リ ッ トを設 ける こ とに よ る利

点 は、ス リッ トを通 して 流体 の 自己 吸 い 込 み と、自己噴 射 が

生 じ る。す な わ ち前 方 よ どみ が な く な る こ と、は く離 域 の 圧

力 回復 の 割 合 が 自己 噴射 に よ り上 昇す る こ とで あ る、

　無 次元化 した速度欠損分布 を図 4 に 示 す。こ こ で Ueは X 軸

上 の 流速 を表 し て い る。θが 変化 し て も円 柱の 場合の 速度欠

損分布 と同様に 、x 軸 に 対 し て 左 右 対称 の 分布 で あ り、Y 宇 に

よる 流れ の 偏 りは 見 られ な い 。煩雑 さを避 け る た めに
一
部 の

θに っ い て の デー
タ だ け を示 して あ る が 、速度欠 損量 は 8 種

類の 開 き 角度で 比 べ る と θ＝24
°

の 場 合 が最 も 小 さく、θが増

す ご とに 徐々 に 大きくな る傾向に あ る，ま た S 型 ス リッ トの

場 合 に 比 べ て もは 小 さ い。これ らの こ とか ら円柱 背 面 か ら後

流 域 に 向 か っ て 、自己噴 射 させ る と圧 力 の 回 復 が 促 進 され、

最 適な角 度が あ るこ とが わか る。

　S 型 を 90 度に 傾 け た場 合 （図 3 （h）参 照）に は大幅 な速度欠 損

が 見 られ、さ らに、Y180 の 円 柱 を α
≡180°　 （図 3 （f）参 照）で

は、よ り大幅 な欠 損が見 られ た。

　式 （1）で 算定 した抗 力 か ら求め られ た 抗力係 数 Co 円 柱の
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CDN との 差 を図 5 に 示 す。　S 型 の 場 合、ス リッ ト幅 が小 さい 方

が 抗 力 係 数 は低 下 す る。す なわ ち 円柱 中心 線 上 で 後 流 へ 自己　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 毋
噴射する場 合には、抗力 特 性 に流速 も関係 して い る。

　SP 型 も抗力が 減 っ て い る こ とが わか る。こ れ は、岐 点か ら

成長 す る境 界層 の は く離点 が 軸方向 で 異 な るた め に、通 常の

円柱の よ うな二 次元 的な渦 構造が ブ レイ ク され、周 期性を も

つ 渦 構造とは な らない こ とが 寄因 して い る と推考され る。

　Y 字に つ い て は 図の 煩 雑 さを避 け るた め Y24 しか の せ て は

い ない が 、θが 小 さくなるの に 伴い CD値 は漸減 し、24°

付 近

が極 小 とな り、ス リ ッ トな し の 円柱の 約 20 ％の 低減に 達 し て

い る。

　　　　　　　　　　 4 ．あとがき

　 円柱 の 中心 に流 れ 方向 に Y 字 ス リッ トを設 けた 場合 等 の 抗

力 につ い て 、Re＝60000 で
一

定、　Y 字 の 開 き角度 をパ ラ メ
ータ

に した 実験 を行 い 、以 下の 結論 を得た。

（1 ）Y字 ス リッ トは ス リ ッ トの な い 円柱 の 場 合 と比 べ て 抗力

が低減す る。最も低減効果の 大 きい Y 字の 開き角度は 24
°

付

近で あ り、約 20％の 低減効果が期待で き、ス トレ
ートな ス リ

ッ ト（S6）の 場 合 に 比 べ て も約 10％の 抗 力低 減 が期 待 で き る。

〔2 ＞流れ に 対 し て 垂 直方 向に ス リッ トを入 れ た場合、後流

の 乱 れ が激 しくな る。こ れ は ス リッ ト内 に 自己 吸 い 込 み と自

己 噴 射 が交互 に 生 じ て い る こ とに 寄因 して い る。
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